
科目名 卒業研究Ⅰ (　Graduation Research Ⅰ　)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 90 時間

担　当　教　員 【常勤】　制御情報工学科各教員

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

文献調査、研究の計画、研究の実施、研究結果の解析と考察、今後の取組等を通じて、自ら新しい情報を獲得して
研究を計画・遂行できる能力や、課題に対する解決能力及び研究成果をまとめて説明・説得する力を養うために、予
備的な実験および研究を行う。具体的には簡単な課題に対する文献調査や研究計画の作成およびプログラムなど
の作成や実験を行った後に学生は中間発表を行い,学年末に中間報告書を提出する。次の３点が到達レベルであ
る。
①新しい情報や知識を習得し、課題への取り組みを自ら考え実践できる。
②発表用資料を検討して図示し発表することができる。
③中間報告書を整理してまとめ、今後の目標を検討することができる。

第4学年 制御情報工学科 履修 3 単位 必修 実験/演習

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

自主的に新しい情報や
知識を習得し、課題への
継続的な取り組みが実
践できる。

新しい情報や知識を習
得し、課題への継続的な
取り組みが実践できる。

新しい情報や知識を習
得し、課題への取り組み
実践ができる。

新しい情報や知識を習
得することなどの課題へ
の取り組みが実践できな
い。

到達目標
②

発表用資料を考察して
図示し、わかりやすい発
表ができ、質疑に対して
も十分な説明ができる。

発表用資料を図示して
発表ができ、質疑に対し
て説明ができる。

発表用資料を図示して
発表することができる。

発表用資料を作成し発
表することができない。

到達目標
③

中間報告書を整理してま
とめ、今後の目標を検討
することができる。

中間報告書をまとめ、今
後の目標の検討ができ
る。

中間報告書をまとめるが
できる。

中間報告書をまとめるこ
とができない。

達　成　度　評　価　（％）

(1)自主的に新しい情報や知識を習得し、課題への継続
的な取り組みが実践できる。

(1)研究遂行に必要な知識の修得状況を、当該学生に対
する指導教員のヒアリングにより評価する。

20%

(2)発表用資料を図示して発表し、説明することができ
る。

(2)中間発表で評価する。 20%

学習・教育到達目標 (A)②④ JABEE基準１（２） (d)-(2)，(g)

(3)中間報告書を整理してまとめ、今後の目標を検討す
ることができる。

(3)中間報告書で評価する。 60%

総合評価割合 20 20 60 100

            　　　　　    評価方法
指標と評価割合

(1)指導教員ヒアリング (2)中間発表 (3)中間報告書
(4)卒業研究発表会･

発表予稿集
合計

汎用的技能
【　　】

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

◎ ◎ ◎

態度・志向性(人間力)
【　　】

◎ ○ ◎

総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】



学　習　上　の　留　意　点

１．スケジュール
（１）研究準備（調査･予備実験など，4月）。（２）調査･実験･データ整理など（5月～１2月）。（３）報告書まとめ・卒業研究中間
発表(1月〜2月）。
２．中間報告書
中間報告書は、所定の様式（目的･方法･考察･今後の検討等）に従って整理しまとめて提出すること。
３．卒業研究中間発表
（１）卒業研究中間発表は公開とし，教員及び制御情報工学科４年生の多人数を対象としてプレゼンテーションを行う。（２）わ
かりやすい図示でプレゼンテーションを行う。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 制御情報工学実習I,II,III

教科書

補助教材等



授　業　の　明　細

具体的な行動達成目標

下記のテーマから取り組む研究テーマを選択して，1年間予備研究に取り組む。指導教員と相談しながら，研究を遂行
するために必要な知識を獲得し，研究計画も自ら立案できるよう実践する。得られた予備研究結果を報告書に整理して
まとめ，報告できるようになる。一年間の予備研究成果を中間報告書にまとめることができる。また，わかりやすい表現
でプレゼンテーションを行うことができる。

教員 研究テーマ

三谷 画像処理・パターン認識に関する研究

田辺
「ソフトウェアの形式検証とモデル検査」および「LAMPシステムによるWebプロ
グラミング」に関する基礎技術を習得後、5年次において取り組む研究テーマ
を策定する。

江原
（野口）

・マイコン，タブレット端末プログラミング，音響測定に関する研究
・音による異常診断に関する研究
・感情認識パーソナルロボットプログラミングに関する研究
・状態フィードバック制御系や学習制御系の設計・安定性解析に関する研究
・制御系設計用CADを用いた制御系のシミュレーションに関する研究
・RXマイコン等を用いたモータ制御実験システムの開発
　上記の研究・開発を遂行するために必要となる
　基礎的な知識や技術の習得を行う。

久保田
（松坂）

久保田研究室では、
•進化的計算法の探索性能改善や工学的な応用に関する研究
•画像の色量子化および雑音検出に関する研究
上記の遂行に必要なプログラミング，プレゼンテーション能力を養うための基礎的な技術を習得す
る。
松坂研究室では、脳型情報処理の工学的実現および応用を目的とした
・アナログ電子回路および集積回路の設計・開発に関する研究
・アルゴリズム開発に関する研究
上記研究の遂行に必要となる基礎知識および技術を習得する。

落合

(1) 障がい者のための生活支援機器の研究・開発
(2) 画像処理を利用した人体動作の検出に関する研究
(3) PICやAVRを応用したメカトロニクスシステムに関する研究
これらの研究を遂行するに必要となる基礎的な知識や技術の習得を行う。

三宅
非線型現象に関する研究
組み込みシステムの教材開発
上記研究を行うために必要となる知識や技術の習得を行う。

勝田

(1)対称性を有する非線形システムの解析
(2)C言語教育に使用できるプログラムの研究
(3)論文作成ソフトpLaTeXの活用研究
 上記研究を行うために必要となる知識や技術の習得を行う。

総　授　業　時　間　数 90 時間

長峯

・非線形現象のダイナミクスの研究
上記研究を行うための数値シミュレーション、画像処理、グラ
フィックス表示などの技術や知識の習得をおこなう。

伊藤 マイクロ波・ミリ波計測に関する基礎研究


